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思
へ
ば
夢
に
似
た
る
哉
。
わ
れ
十
九
歳
の
時
、
仙
臺
な
る
叔
父
を
訪
は
む
と
て
、
東
京
よ
り
徒
歩
し
た
る
こ
と

あ
り
き
。
音
に
聞
き
つ
る
白
河
の
關
の
跡
は
白
河
に
あ
る
も
の
と
思
ひ
し
に
、
白
河
に
至
り
て
、
始
め
て
南
方

三
里
の
外
に
あ
る
こ
と
を
知
り
ぬ
。
さ
ら
ば
と
て
南
湖
を
經
て
訪
ね
ゆ
く
。
岐
路
あ
れ
ど
も
、
問
ふ
に
家
な
く
、

人
な
し
。
時
は
午
を
過
ぎ
て
、
空
腹
に
堪
へ
ず
。
漸
く
に
し
て
一
壯
漢
の
來
た
る
に
逢
ふ
。
髯
鬚
長
く
垂
れ
て
、

眼
光
人
を
射
る
。
や
れ
嬉
し
や
と
路
を
問
へ
ば
、
『
棚
倉
街
道
な
り
、
古
關
の
蹟
へ
は
、
後
戻
り
せ
ざ
る
べ
か

ら
ず
』
と
い
ふ
。
里
程
を
問
へ
ば
、
『
三
里
も
あ
ら
む
』
と
い
ふ
。
『
そ
の
途
中
に
飮
食
店
あ
り
や
』
と
問
へ

ば
、
『
無
し
』
と
云
ひ
つ
ゝ
、
『
一
體
君
は
何
の
目
的
に
て
旅
す
る
ぞ
』
と
問
ふ
。
『
仙
臺
ま
で
行
く
身
な
る

が
、
一
寸
立
寄
り
て
、
白
河
の
關
の
跡
を
訪
は
む
と
す
る
な
り
』
と
答
ふ
れ
ば
、
『
こ
の
文
明
の
世
の
中
、
而

も
君
の
如
き
青
年
の
士
が
、
古
跡
め
ぐ
り
で
も
あ
る
ま
じ
。
活
き
た
る
豪
傑
を
訪
へ
』
と
て
、
そ
の
人
の
名
を

教
へ
、
そ
の
居
る
處
を
も
教
へ
呉
れ
た
り
。
さ
ら
ば
と
て
、
引
返
し
た
る
は
、
世
に
も
意
氣
地
な
か
り
し
哉
。

　
三
十
年
後
の
今
日
、
來
り
て
南
湖
に
滯
留
す
る
ほ
ど
に
、
圖
ら
ず
も
、
白
河
の
川
崎
旭
溪
、
其
の
子
と
共
に
、

自
か
ら
進
ん
で
東
道
の
主
人
と
な
り
て
、
余
を
導
く
。
藤
田
生
も
共
に
す
。
旭
溪
二
瓢
を
携
へ
來
り
、
一
瓢
を

余
の
手
に
わ
た
す
。
を
り
〳
〵
休
み
て
、
少
年
同
士
は
菓
子
、
老
人
同
士
は
酒
を
口
に
す
。
三
十
年
を
隔
て
て
、

前
後
の
苦
樂
、
餘
り
に
遠
く
懸
隔
せ
る
哉
。

　
前
に
見
し
關
山
、
い
つ
し
か
後
に
な
り
て
、
そ
の
形
、
蝙
蝠
の
翼
を
張
る
が
如
し
。
路
傍
に
靈
櫻
と
稱
す
る

櫻
あ
り
。
今
は
何
代
目
か
の
若
木
な
る
が
、
む
か
し
佐
藤
繼
信
忠
信
の
兄
弟
、
源
義
經
に
從
ひ
て
出
征
す
る
に
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方
り
、
そ
の
父
こ
ゝ
ま
で
送
り
來
り
、
『
我
子
に
し
て
忠
勤
を
勵
む
な
ら
ば
、
必
ず
生
長
せ
む
。
然
ら
ず
ん
ば

生
育
せ
ず
』
と
て
、
杖
に
せ
る
櫻
の
枝
を
植
ゑ
立
て
し
に
、
盛
ん
に
生
育
し
た
り
と
の
事
也
。
數
十
の
茅
屋
、

路
を
夾
む
。
旗
宿
と
稱
す
。
蕭
散
な
る
古
驛
、
馬
小
屋
多
し
。
物
賣
る
家
二
三
軒
あ
り
。
路
傍
に
共
同
飮
水
の

水
槽
あ
り
て
、
清
泉
あ
ふ
れ
出
づ
。
『
公
徳
箱
』
と
記
せ
る
箱
を
見
受
く
。
曾
て
上
州
を
旅
せ
し
時
、
『
危
險

物
入
箱
』
と
記
せ
る
箱
を
見
て
、
蓋
を
開
き
し
に
、
中
に
は
陶
器
、
硝
子
、
鐵
葉
な
ど
の
破
片
が
入
り
た
り
き
。

こ
れ
も
そ
れ
と
同
じ
も
の
な
る
べ
し
と
て
、
中
を
檢
せ
し
に
、
果
し
て
然
り
き
。
名
は
何
に
て
も
好
し
と
云
は

ば
、
そ
れ
ま
で
な
る
が
、
『
危
險
物
入
箱
』
と
い
ふ
よ
り
も
、
『
公
徳
箱
』
と
云
ふ
方
が
、
氣
が
利
き
て
、
雅

味
あ
り
、
教
訓
の
意
も
こ
も
れ
り
。
三
森
長
七
郎
氏
に
就
い
て
、
繪
葉
書
を
買
ふ
。
普
通
の
、
物
賣
る
人
か
と

思
ひ
の
外
、
巍
然
た
る
老
先
生
也
。
長
く
小
學
校
長
と
な
り
居
り
し
が
、
今
は
中
風
に
罹
り
て
、
起
居
自
由
な

ら
ず
。
家
に
書
物
堆
し
。
机
に
依
り
、
歌
書
を
讀
み
居
り
し
が
、
旭
溪
と
舊
知
あ
り
。
相
見
て
大
い
に
喜
び
、

快
辯
滔
々
と
し
て
、
白
河
の
關
の
昔
を
語
る
。
余
は
こ
の
老
先
生
に
對
し
て
、
『
公
徳
箱
』
の
雅
名
を
聯
想
せ

ざ
る
を
得
ざ
り
き
。

　
家
は
水
車
小
屋
に
盡
き
て
、
一
條
の
小
川
流
る
。
白
河
と
稱
す
。
左
折
し
て
叢
林
に
入
る
。
石
段
の
上
に
、

白
河
神
社
あ
り
。
下
の
右
方
に
、
石
碑
あ
り
。
『
古
關
蹟
』
と
記
す
。
こ
れ
白
河
樂
翁
公
の
建
つ
る
所
に
し
て
、

裏
面
に
は
、
公
の
作
れ
る
文
を
刻
せ
り
。
そ
の
文
に
據
れ
ば
、
白
河
の
關
の
蹟
堙
沒
し
て
、
何
處
を
そ
れ
と
判

じ
兼
ね
た
り
し
が
、
公
は
歴
史
、
繪
圖
、
詠
歌
に
考
へ
、
地
形
、
老
農
の
言
に
徴
し
て
、
此
處
を
關
蹟
と
決
定

し
た
る
也
。
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左
手
の
唯
〻
一
軒
の
家
は
禰
宜
の
居
也
。
旭
溪
之
を
訪
へ
ば
、
老
い
た
る
禰
宜
來
り
て
、
導
を
爲
す
。
凡
そ

二
町
四
方
の
地
、
こ
ん
も
り
と
隆
起
し
て
、
老
木
滿
つ
。
祠
は
住
吉
、
玉
津
島
の
兩
女
神
を
祀
る
。
祠
前
に
は

歌
碑
二
つ
あ
り
。
一
は
後
鳥
羽
院
の
御
製
を
刻
し
、
他
は
平
兼
盛
、
能
因
法
師
、
梶
原
景
季
の
歌
を
刻
す
。
關

吏
の
邸
蹟
は
ほ
ゞ
四
方
に
空
濠
を
控
へ
た
り
。
弘
安
の
年
號
の
文
字
纔
に
見
ゆ
る
古
き
墓
碑
も
あ
り
。
家
隆
卿

の
植
ゑ
た
り
と
稱
す
る
老
杉
最
も
偉
大
也
。
測
り
て
見
し
に
、
四
抱
へ
あ
り
き
。
義
家
の
母
衣
を
掛
け
た
り
と

稱
す
る
母
衣
楓
、
義
經
の
旗
を
立
て
た
り
と
稱
す
る
旗
立
櫻
な
ど
、
い
づ
れ
も
見
事
な
る
老
木
也
。
兩
山
相
迫

つ
て
、
南
北
少
し
開
く
。
見
渡
す
限
り
古
意
鬱
勃
と
し
て
、
一
條
の
白
川
の
水
、
ひ
と
り
活
き
て
流
る
。
樹
根

に
踞
し
、
瓢
酒
を
分
ち
て
、
禰
宜
の
老
人
と
別
れ
ぬ
。

　
旅
宿
の
中
程
よ
り
東
に
折
れ
て
、
山
腰
に
『
一
町
佛
』
を
見
る
。
高
さ
二
三
尺
、
幅
は
そ
の
四
分
の
三
ぐ
ら

ゐ
に
て
、
上
部
は
笠
形
を
成
し
、
表
面
に
一
梵
字
あ
り
。
む
か
し
藤
原
清
衡
、
白
河
の
關
よ
り
外
ヶ
濱
に
至
る

ま
で
、
一
町
毎
に
建
て
た
る
が
、
今
は
唯
〻
こ
の
一
基
の
み
殘
れ
り
。
側
に
樂
翁
の
儒
臣
廣
瀬
蒙
齋
翁
の
文
を

刻
め
る
石
碑
あ
り
。
其
の
文
の
中
に
、
こ
ゝ
に
一
町
佛
あ
る
を
見
て
も
、
古
關
蹟
の
謬
ら
ざ
る
を
知
る
べ
し
と

あ
る
は
、
げ
に
も
と
頷
か
る
。
兩
碑
と
も
堙
沒
し
か
ゝ
り
た
れ
ば
と
て
、
三
森
翁
發
起
し
て
、
石
柵
を
設
け
た

り
と
聞
く
。
そ
の
由
來
を
記
る
せ
る
石
碑
も
あ
り
。
古
蹟
の
存
滅
も
、
一
に
識
者
の
有
無
に
由
る
か
と
、
う
た
ゝ

感
慨
に
堪
へ
ざ
り
き
。

　
常
陸
の
勿
來
の
關
（
一
名
菊
名
の
關
）
、
越
後
界
の
念
珠
ヶ
關
（
鼠
ヶ
關
）
、
及
び
こ
の
下
野
界
の
白
河
の

關
は
、
古
來
奧
羽
方
面
の
三
關
と
し
て
有
名
也
。
勿
來
の
關
に
て
は
、
義
家
の
詠
歌
最
も
人
口
に
膾
炙
す
。
白
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河
の
關
を
詠
め
る
歌
多
き
が
中
に
、
最
も
有
名
な
る
は
、
能
因
法
師
の
、

　
　
都
を
ば
霞
と
共
に
た
ち
し
か
ど

　
　
　
　
秋
風
ぞ
吹
く
白
河
の
關

也
。
さ
る
に
能
因
法
師
は
都
に
居
り
な
が
ら
、
顏
だ
け
日
に
曝
し
、
白
河
の
關
に
て
詠
め
る
な
り
と
て
こ
の
歌

を
作
り
た
り
と
記
せ
る
書
物
も
あ
り
。
こ
は
事
實
に
非
ず
。
能
因
法
師
は
旅
行
を
好
み
て
天
下
を
跋
渉
せ
り
。

奧
州
へ
も
二
度
旅
行
し
た
り
き
。
後
拾
遺
集
に
も
、

　
　
み
ち
の
國
に
再
び
下
り
て
、
後
の
た
び
、
武
隈
の
松
も
侍
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
よ
み
侍
り
け
る
。

と
の
詞
書
あ
り
て
、

　
　
武
隈
の
松
は
こ
の
た
び
跡
も
な
し

　
　
　
　
千
歳
を
へ
て
や
我
は
來
つ
ら
む

と
詠
め
る
能
因
法
師
の
歌
も
あ
り
。
能
因
は
實
際
に
白
河
の
關
を
通
り
た
る
に
相
違
な
し
。
所
謂
『
居
な
が
ら

に
し
て
名
所
を
知
れ
る
』
歌
人
の
比
に
非
ず
。
そ
の
白
河
の
關
の
歌
、
世
に
有
名
な
る
と
共
に
、
そ
の
室
内
旅

行
の
謬
傳
も
世
に
知
ら
れ
居
る
を
以
て
、
茲
に
聊
か
能
因
の
爲
に
、
其
の
妄
を
辯
ず
る
也
。
（
大
正
七
年
）
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青
空
文
庫
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報

底
本
：
「
桂
月
全
集
　
第
二
卷
　
紀
行
一
」
興
文
社
内
桂
月
全
集
刊
行
會

　
　
　1922
（
大
正11

）
年7

月9

日
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

入
力
：
Ｈ
．
Ｙ
Ａ
Ｍ

校
正
：
雪
森

2018

年5

月27

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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